
母
子
手
帳
と
同
時
交
付

子
育
て
世
帯
や
妊
娠
中
の
女
性
が
、
飲
食
店
な
ど
で
優
遇
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
鹿
児
島
市

の
子
育
て
支
援
パ
ス
ポ
ー
ト
制
度
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
一年
が
経
過
し
た
。
し
か
し
交
付
を
受
け
た

の
は
、
対
象
の
六
万
八
千
世
帯
中
一万
三
千
世
帯
弱
に
と
ど
ま
り
、
普
及
は
い
ま
ひ
と
つ
。
制
度

浸
透
を
目
指
す
市
は
十
一月
か
ら
、
市
内
の
各
保
健
セ
ン
タ
ー
で
母
子
健
康
手
帳
と
同
時
に
交
付

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
運
用
方
法
を
見
直
し
た
。

今
月
か
ら
市
、妊
婦
の
利
便
考
慮

か
ご
し
ま
子
育
て
支
援
パ
ス
ポ
ー
ト かごし該子育て支援パスポート

パ
ス
ポ
ー
ト
の
交
付
対

象
は
、
鹿
児
島
市
に
住
民

登
録
ま
た
は
外
国
人
登

録
し
、
満
十
八
歳
未
満
の

子
供
や
妊
婦
が
い
る
世

帯
。
県
内
に
三
百
店
以
上

あ
る
｢お
出
か
け
ラ
ク
!

ト
ク
"
応
援
隊
｣
の
認
定

店
舗
･施
設
で
提
示
す
る

と
、
飲
み
物
無
料
や
商
品

割
引
、
プ
レ
イ
ル
ー
ム
や

授
乳
用
揚
水
提
供
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き

る
。こ
れ
ま
で
、
交
付
を
受

け
る
に
は
市
子
育
て
支
援

鹿大と県内企業連携探る 推
進
課
か
各
支
所
福
祉

担
当
課
で
手
続
き
す
る
必

要
が
あ
っ
た
。
妊
婦
が
保

健
セ
ン
タ
ー
で
母
子
健
康

手
帳
の
交
付
を
受
け
る

際
、
｢同
時
に
申
請
で
き

れ
ば
手
間
が
省
け
る
｣
と

い
っ
た
指
摘
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
同
時
交
付
を
決
め

た
。
一歳
半
、
三
歳
児
健

康
診
査
や
乳
幼
児
約
束

(予
約
制
)
健
康
診
査
の

受
診
時
に
も
申
請
可
能
に

な
る
。

･

有
効
期
限
は
二
〇
一〇

年
三
月
か
、
最
年
少
の
子

僕
が
十
八
歳
に
な
る
前
日

ま
で
。
従
来
の
窓
口
で
も

申
請
可
能
。
子
育
て
支
援

推
進
課
=
0
9
9

(2
1

6
)
1
2
5
9
0
フ
ア
ク

ス
、
電
子
メ
ー
ル
、
は
が

き
で
も
手
続
き
で
き
る
。

ぽば話
さ‘ザリーI-‐:
-ミミ

　

　
　　
　
　

■
■
■
■

愛
と
化
学
、地
球
救
う

(-る
は
｢分
か
り
や
す
く

面
白
か
っ
た
。
環
境
問
題

を
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
｣

大
里
地
区
の
高
齢
者
学
級

交
流
会
が
あ
っ
た
。
両
地

区
の
お
年
寄
り
四
十
人

が
、
久
々
の
再
会
を
喜
び

｣

合
い
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

盗
フ
や
輪
投
げ
=
写
真
=
な

-

ど
を
楽
し
ん
だ
。

‐A

片
泊
青
年
会
の
主
催
。

ず
村
に
は
公
共
の
交
通
機
関

す
く

が
な
く
、
お
年
寄
り
か
ら

問
題

｢大
里
の
知
人
に
会
い
た

た
｣

い
｣
と
い
う
声
が
上
が
っ

て
い
た
。
今
回
は
片
泊
高

齢
者
学
級
で
毎
年
実
施
し

約

て
い
る
老
人
遠
足
を
十
月

十
九
日
に
同
広
場
で
行

o

い
｢
大
里
地
区
の
お
年
寄

ろ

り
を

“招
待
“
す
る
形
で

里
運
実
現
し
た
。

区
と

村
営
船
｢み
し
ま
｣
欠

"
、

･

航
の
影
響
で
、

　　

　
　
　

当
日
朝
ま
で

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

‐
“~
＼
並

の
食
材
集
め
に

　　
　
　
　

　
　
　
　
　

　　
　
　
　

　
　
　
　

　

を
“
舂
｢
≦
≧

苦
労
も
あ
っ

奔
走
す
る
な
ど

　
　
　
　

｢数
十
年
ぶ
り

に
会
え
た
と
い

う
人
も
い
た
。

今
後
も
何
ら
か

の
形
で
継
続
で

き
れ
ば
｣
と
話

し
た
。

2 0 0 8年(平成2 0年)1 1月 1日

篇
姫
に
“大
輪
“の
着
物

仙
巌
園
き
ょ
う
か
ら
菊
ま
つ
り

鹿
児
島
市
吉
野
町
の
仙

巌
園
で
一日
か
ら
｢菊
ま

つ
り
｣
が
始
ま
る
。
今
年

は
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
篤

姫
の
放
映
を
記
念
し
て
、

篤
姫
の
菊
人
形
が
初
お
目

見
え
。
一
本
の
眼
か
ら
三

11｣
、ふ-

-
--/′【、J魂q~『‘

-‐-

　
　

色
の
花
が
咲
く
｢千
輪
咲

大
菊
｣
や
、
高
さ
約
九
枅

日
の
五
重
塔
な
ど
、
七
千
鉢

雌
約
一万
五
千
本
の
菊
が
彩

る
。
二
十
四
日
ま
で
。

同
園
は
今
年
、
福
島
県

日
一

-｣

-

　

　　

月

‐

　

　　

二
本
松
市
の
菊
ま
つ
り
の

菊
人
形
に
携
わ
つ
て
い
る

菊
師
穂
積
泰
二
さ
ん
金
0)

=
和
泊
町
=
を
初
め
て
講

師
に
招
き
、
十
月
一日
か

ら
制
作
を
開
始
。
職
員
二

人
が
土
台
作
り
か
ら
学

ん
だ
。
穂
積
さ
ん
は
｢菊

人
形
は
全
国
的
に
も
少
な

く
な
つ
て
い
る
。
日
本
の

伝
統
技
術
を
鹿
児
島
で

も
守
つ
て
い
つ
て
ほ
し

い
｣。　
　
　
、
き 三

色
千
輪
咲
大
菊
は
、

ヨ
モ
ギ
の
根
に
赤
、
黄
、

白
の
花
の
菊
を
接
ぎ
木
し

て
い
る
。
直
径
一
･八
崩

と
二
･
三
枅
の
二
体
を
展

示
す
る
。
担
当
し
た
狩
川

啓
多
郎
さ
ん
酋
邑
は
太
っ

年
は
バ
ラ
ン
ス
よ
く
で
き

た
。
来
年
は
も
っ
と
大
き

い
の
を
完
成
さ
せ
た
い
。

今
後
も
技
術
を
磨
き
、
来

園
者
を
喜
ば
せ
て
い
き
た

い
｣
と
話
し
た
。

　

　　　
　
　

　　
　
　

　

　
　　
　
　　

鮮
や
か
な
菊
が
飾
り
付
け
ら
れ
た
菊
人
形
の
篤
姫

=
鹿
児
島
市
吉
野
町
の
仙
厳
園

意
見
交
換
す
る
鹿
児
島
大
学
の
関
係
者
と
県

内
企
業
の
社
長
ら

=
鹿
児
島
市
名
山
町

　
　　　　

J
覊
＼‘
　　　

そい

,｣

奪い、~
等 & '′‘

　　　 　 　
　
　 　

新
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
で
交
流
会

鹿
児
島
大
学
と
県
内

企
業
と
の
連
携
を
促
進
し

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
を

目
指
す
｢第
一回
鹿
児
島

大
学
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
｣
が

十
月
二
十
九
日
、
鹿
児
島

市
名
山
町
の
ソ
フ
ト
プ
ラ

ザ
か
ご
し
ま
で
開
か
れ

た
。同
市
と
鹿
大
の
共
催

で
、
中
小
企
業
の
社
長
ら

約
四
十
人
が
参
加
し
た
。

小
型
屈
折
率
セ
ン
サ
ー
に

よ
る
蒸
留
酒
の
エ
タ
ノ
ー

ル
濃
度
を
測
定
す
る
技
術

な
ど
、
五
研
究
の
発
表
な

ど
が
あ
っ
た
。

大
学
関
係
者
と
民
間
企

業
の
親
交
を
深
め
る
た

め
、
初
の
異
業
種
交
流
会

鹿
児
島
市
西
別
府
町
の
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
｣
し
｣

池
田
中
学
･高
校
で
十
月

と
話
し
た
。

て
、

　

　

　
　
　

　　

,

0
0

･
、

　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
　
　

ア
を
交
え
た
話
に
聞
き
入

三
島
村
黒
島
の
大
里
運
実

っ
た
=
写
真
。

動
広
場
で
、
片
旧
地
区
と

、

　　　　　　　　　　
　

　
　
　

　　　　　　　　　　
　

　　　　　　　

　　　
　
　

も
開
か
れ
、
参
加
者
か
ら

は
｢大
学
と
企
業
を
結
ぶ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
必

要
｣
と
い
っ
た
意
見
も
出

さ
れ
た
。

鹿
大
に
よ
る
と
、
二
〇

○
七
年
度
の
各
企
業
と
の

共
同
研
究
百
十
五
件
の
う

ち
、
県
内
企
業
と
の
研
究

は
二
十
四
件
と
低
迷
し
て

い
る
。
鹿
大
産
学
官
連
携

推
進
機
構
の
中
武
貞
文
准

教
授
全
七)は
｢企
業
に
ま

ず
は
大
学
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
大
切
。
さ
ら
に

交
流
を
深
め
、
共
同
研
究

を
増
や
し
た
い
｣
と
話
し

た
。

◆
マ
ン
シ
ョ
ン
業
者
が

1
0
0
万
円
寄
付

鹿
児

　　マネ
翁
もたげ
-

島
市
で
マ
ン
シ
ョ
ン
開
発

･販
売
を
手
が
け
る
富
士

開
発
(横
浜
市
)
の
小
尾

一
社
長
が
10
月
28
日
、
市

役
所
を
訪
れ
｢人
材
育
成

事
業
に
役
立
て
て
ほ
し

い
｣
と
百
万
円
を
寄
付
し

た
=
写
真
。
市
は
市
国
際

交
流
基
金
に
積
み
立
て
る

方
針
。森
博
幸
市
長
は
｢国

際
感
覚
豊
か
な
青
少
年
育

成
に
活
用
し
た
い
｣
な
ど

と
応
え
た
。

薩
摩
琵
琶
で
天
文
館
｢応
援
｣

鹿
児
島
市
の
照
国
神
社
で
一

日
開
く
｢薩
摩
文
化
夜
神
楽
｣

で
、薩
摩
琵
琶
の
新
曲
｢薩
摩

魂
｣が
初
披
露
さ
れ
る
。同
市
草

牟
田
二
丁
目
の
鹿
児
島
神
社
宮

司
、山
下
剛
さ
ん
酋
も
が
作
詞
･

作
曲
。｢天
文
館
の
再
び
の
、栄

え
も
一
つ
真
心
の
、道
を
立
つ

る
に
如
か
ぬ
な
り
｣と
歌
い
、街

の
奮
起
を
後
押
し
す
る
“応
援

山下さんら｢薩摩魂｣作曲

文
館
｢応
援
｣
!
ぢ
糠
逡
楚
o

作
曲
に
は
、
山
下
さ
ん
の
ほ

か
薩
摩
琵
琶
奏
者
の
島
津
義
秀

歌
“に
仕
上
が
っ
て
い
る
。

さ
ん
、
上
川
路
直
光
さ
ん
も
参

和
歌
を
た
し
な
む
山
下
さ
ん
加
。本
番
は
三
人
で
弾
奏
す
る
。

が
｢
一般
の
人
に
も
広
く
聴
い
山
下
さ
ん
は
｢こ
の
曲
が
ふ
る

て
も
ら
え
る
曲
を
作
ろ
う
｣
と

さ
と
を
奮
い
立
た
せ
る
原
動
力

約
一週
間
か
け
作
っ
た
。
島
津

に
な
れ
ば
う
れ
し
い
｣
と
話
し

い
ろ
は
歌
の
一節
な
ど
を
盛
り
た
。

込
み
、
明
治
維
新
を
成
し
遂
げ

夜
神
楽
は
午
後
五
-
九
時
。

た
先
人
の
心
意
気
を
継
承
し
よ

観
覧
自
由
。

き
ょ
う
照
国
神
社
｢夜
神
楽
｣で
披
露

【
う

ぶ

声
J

(鹿
児
島
市
か
つ
こ
内
は

親
の
名
=
住
所
、
誕
生
日
)

牧
瀬
絢
音
(美
海
･裕
美
=

星
ケ
峯
6
丁
目
、
10
月
11
日
)

▽
大
野
晴
輝
(将
也
･祥
子
=

姶
良
町
平
松
、
同
13
日
)
▽
木

口
那
音
(智
之
･美
佳
=
西
陵

7
丁
目
、
同
20
日
)

【
お
く
‐や
み

一

(鹿
児
島
市
=
南
日
本
新
聞

社
10
月
31
日
受
け
付
け
)

福
ケ
野
ワ
力
灸
も
下
伊
敷
3

の
鍵
の
5
▽
中
薗
秀
男
分
も
下

荒
田
2
の
8
の
聡
▽
川
畑
忠
義

分
も
紫
原
7
の
旧
の
残
▽
前
田

マ
リ
炎
0)星
ケ
峯
1
の
卸
の
聡

▽
白
木
義
行
釜
も
下
田
町
7
0

0
の
5
▽
清
原
キ
ク
金
已
下
荒

田
4
の
幻
の
め
▽
宮
下
シ
ヅ
子

貪
も
城
西
1
の
器
の
銘
▽
内
野

ヱ
イ
分
ら
田
上
3
の
旧
の
6
▽

二階
堂
行
子
交
巴
鴨
池
2
の
9

の
麹
…
｢お
く
や
み
二
う
ぶ
声
｣は
…

…希
望
し
た
方
だ
け
掲
載
し
て
…

…い
ま
す
。

"

鹿
児
島
市
近
郊
の
身
近
な
ニ
ュ
ー

ス
、
催
し
物
は
地
域
報
道
部
ま
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

電

話
0
9
9

(8
1
3
)
5
1
4
5

フ
ァ
ク
ス
0
9
9

(2
5
6
)
1
6
0
7

夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー

=
0
9
9

(2
1
4
)
3
3
5
0

内
科
小
児
科
外
科
(翌
朝
7
時
ま
で
)
▽
産
婦
人
科
(同
、

要
電
話
連
絡
)
▽
眼
科
耳
鼻
咽
喉
科
(夜
11
時
ま
で
、
同
)

歯
科
(夜
11
時
ま
で
)

=
0
9
9
(2
2
2
)
0
5
7
4

市
薬
剤
師
会
救
急
薬
局
(午
後
7
時
-
翌
朝
7
時
)

=
0
9
9

(2
0
6
)
2
8
1
1

曜
=
午
前
10
時
ー
午
後
5
時
、
夜

=
0
9
9

(2
5
8
)
5
9
9
2

日
曜
･夜
間
当
番
獣
医
(日
曜
=
午
前
10
時
ー
午
後
5
時
、
夜

間
=
8
時
-
11
時
半
)

=
0
9
9

(2
5
8
)
5
9
9
2

=
0
9
9

(2
1
4
)
3
3
5
0

三
一お
そ
く
ナや
÷
み
-

7
時
ま
じ
▽
産
婦
人
科
曾
、
…!¥
?
が

声

案

内

　　

　
　
　

　

　
　
　

鹿
児
島
市
役
所
に
届
け
出
た
方

で
掲
載
希
望
の
場
合
、
次
の
要
領

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
掲
載
無

料
。

お
く
や
み

遺
族
の
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
明
記
。
火
埋
葬

許
可
書
(鹿
児
島
市
印
付
き
)
の

コ
ピ
ー
添
付
。

う
ぶ
声

掲
載
希
望
の
親
の
名

前
、
住
所
、
電
話
番
号
を
明
記
。

出
生
届
出
済
証
明
ま
た
は
受
理
証

明
書
(い
ず
れ
も
鹿
児
島
市
印
付
…

き
)
の
コ
ピ
ー
添
付
。
誕
生
日
か

“

ら
一カ
月
以
内
ま
で
。

フ
ァ
ク
ス
=
0
9
9
(2
5
6
)
ニ

ユ
6
0
7
0
郵
送
=
〒
8
9
0
-

“

8
6
0
3
、
南
日
本
新
聞
地
域
報

~超

道
都
あ
て
。


